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（1）

まえがき

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，全国クラフト紙袋

工業組合(JKPSA)／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきと

の申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。

これによって，JIS Z 0102:1996 は改正され，この規格に置き換えられる。

今回の改正は，日本工業規格を国際規格に整合させるため，ISO 6590-1:1983，Packaging－Sacks－

Vocabulary and types－Part 1: Paper sacks を基礎として用いた。

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任はもたない。

JIS Z 0102 には，次に示す附属書がある。

附属書（参考）JIS と対応する国際規格との対比表

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。
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日本工業規格 JIS
Z 0102：2004

クラフト紙袋－用語及び種類

Kraft paper sacks－Vocabulary and types

序文　この規格は，1983 年に第 1 版として発行された ISO 6590-1，Packaging－Sacks－Vocabulary and types

－Part 1: Paper sacks を翻訳し，編集上及び／又は技術的内容を変更して作成した日本工業規格である。

なお，7.（こん包）は対応国際規格にない事項で，日本工業規格として追加している，また，この規格

で側線又は点線の下線を施してある箇所は，原国際規格を変更して作成している事項である。追加及び変

更の一覧表をその説明を付けて，附属書（参考）に示す。

1. 適用範囲　この規格は，クラフト紙袋の製造において一般的に使用している用語，種類及びこん（梱）

包用語について規定する。

なお，この規格は，クラフト紙を用いて製造した 1 層及び多層の紙袋について規定したもので，小売業

のための紙袋は含まない。

備考 この規格の対応国際規格を，次に示す。

なお，対応の程度を表す記号は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，IDT（一致している），MOD

（修正している），NEQ（同等でない）とする。

ISO 6590-1:1983，Packaging－Sacks－Vocabulary and types－Part 1: Paper sacks (MOD)

2. 一般　紙袋及びその製造に関する用語の定義は，次による。

なお，参考として対応英語を用語の次に括弧を付けて示す。

a) 紙袋（paper sack）　少なくとも一端部を封かんした 1 層以上の平らなチューブ状の紙の層からなり，

充てん及び流通段階で要求される性能を付与するために他のフレキシブル材料を組み合わせることが

できる紙袋（以下，袋という。）。

b) 層（ply）　袋の壁を形成する紙及び他のフレキシブル材料，並びにそれらを複合した材料からなるシ

ート。

c) ひだ（gusset）　チューブ又は袋の縦の端に挿入された折り目。

d) チューブ（tube）　指定された長さにカットした平らな 1 層以上の筒。

1) フラットチューブ（flat tube）　挿入折り線のない単に平らな筒。

備考   ひだなしチューブともいう。

2) ガゼット付きチューブ（gusseted tube）　縦の端に挿入された折り線部分をもつ筒。

備考   ひだ付きチューブともいう。

3) フラッシュカットチューブ（flush cut tube）　フラット又はガゼット付きで，指定された長さにそろ

えてカットした筒［図 1 a）参照］。

4) ステップエンドチューブ（stepped end tube）　フラット又はガゼット付きで，指定された長さに階
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